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3DMRCP を撮像するプロトコールを採用している。本研究は造影剤投与前後の MRCP 画像
を比較することで、経口陰性造影剤の逆流による胆管描出障害について、その頻度やそ
れに関わる因子を明らかにすることを目的として後方視的に行われた。  
方法：対象は 2010年から 2011年に、経口陰性造影剤を用いて MRCPを撮像した連続 288
名 315件である。使用 MR機は 1.0T及び 1.5T臨床機で、初めに 2DMRCPを呼吸停止下で
撮像し、経口陰性造影剤を投与後に T2強調画像や T1強調画像などを撮像し、最後に呼







結果：10 名 11 件（3.6%）に造影剤の胆道逆流現象が認められた。関連因子として、傍
乳頭憩室、胆管気腫症の存在、乳頭への侵襲的治療の既往が有意であり、多変量解析に
よるオッズ比はそれぞれ 3.3、4.8、3.8であった。乳頭侵襲の内訳は、乳頭切除術 2例













































































Q3: 本研究は1.0T、1.5T 2種類の異なるMR機器を使用しているが、機種による差はあったのか? 
A3: それについて検討し、有意差のないことを確認している。  
 
Q4: 消化器外科のデータではEST後3％にビ石の再発が生じることが判っているが、それがこの研究
での逆流現象と関連する可能性がある。ESTのみの症例での本現象の頻度は計算したか？ 
A4: 本研究ではしていない。今後の課題としたい。 
 
Q5: 逆流現象が一過性であるとすると、それを今後どうやってより正確に検出していけるか? 
A5: MRCPを5秒間隔などの短時間で繰り返し撮像すると、所謂シネモードのMRCPが可能となりより正
確な検出が可能になる可能性はある。 
 
Q6: この現象を定量的に捉えるためにはどうすれば良いか? 
A6: 現在のところ困難と考える。 
 
以上、本来MRCPの画質を向上させるための経口造影剤が、4％弱の頻度ではあるが、逆にMRCPの画
質を劣化させ得ることを示し、その機序が胆管への逆流である事を間接的に示唆する臨床データを
申請者は明確に提示した。 審査員の質疑にも概ね過不足なく答え、学位論文に値すると評価され
た。 
